
自
然
神
を
鎮
め
る
祭
り

Nepal
［ネパール］
文＝小倉清子（ジャーナリスト）
写真＝渋谷敦志（フォトジャーナリスト）

ブーメ祭で“ノコバンゲ・ナーツ”を踊るタバン村の女性たち
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A.集落トゥーロガウンの広場の中心に立てた松の木の周りに、老若男女が輪を作って踊る
B.祝福の「ティカ」をお互いの額につけるマガール人女性。マガール人はネパール人口の
約7％だが、ロルパ郡では約半数を占める
C.祭りの日を祝って牛を屠る。ヒンズー教徒が多いネパールでは、聖なる牛である牛の肉は
食されないが、ロルパのマガール人は昔から牛を食べる習慣がある

村のダマイが太鼓と笛で演奏する

AB

C

　

毎
年
６
月
半
ば
、
雨
期
が
本
格
的
に

な
る
直
前
に
、
西
ネ
パ
ー
ル
の
山
岳
地
帯

に
あ
る
ロ
ル
パ
郡
タ
バ
ン
村
の
人
た
ち
は

「
ブ
ー
メ
祭
」
を
祝
う
。
畑
の
作
物
や
村

人
に
被
害
を
及
ぼ
す
雹
や
雷
、
土
砂
崩

れ
な
ど
の
自
然
災
害
を
引
き
起
こ
す
、

目
に
見
え
な
い
神
の
力
を
鎮
め
る
た
め

に
、
こ
の
村
に
住
む
マ
ガ
ー
ル
人
が
何

百
年
も
の
昔
か
ら
行
っ
て
き
た
祭
り
で

あ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
か
つ
て
村

人
た
ち
は
、
村
の
最
長
老
を
人
身
御
供

と
し
て
神
に
捧
げ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

習
慣
は
次
第
に
変
化
し
、
集
落
の
は
ず

れ
に
あ
る
木
の
下
で
、
人
間
の
代
わ
り
に

ヤ
ギ
を
殺
し
て
捧
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

タ
バ
ン
の
村
人
に
と
っ
て
、
ブ
ー
メ
祭
最

大
の
楽
し
み
は
〝
ノ
コ
バ
ン
ゲ
・
ナ
ー
ツ
〞

と
い
う
名
の
踊
り
で
あ
る
。祭
り
の
初
日
、

聖
な
る
ジ
ャ
ル
ジ
ャ
ラ
山
か
ら
運
ば
れ

た
松
の
木
が
、村
の
広
場
に
立
て
ら
れ
る
。

こ
の
木
の
周
り
に
男
女
が
別
々
に
列
を
作

り
、
幼
子
か
ら
老
人
ま
で
、〝
ア
グ
ワ
〞

と
呼
ば
れ
る
踊
り
の
名
手
を
先
頭
に
し

て
、
村
の
ダ
マ
イ
（
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
最
低

位
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
ダ
リ
ッ
ト
に
属
す
る

人
た
ち
）
が
奏
で
る
単
調
な
リ
ズ
ム
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
ひ
た
す
ら
舞
い
続
け
る
の

で
あ
る
。
踊
り
は
５
日
間
か
ら
、
時
に
は

７
日
間
も
続
く
。

“ノコバンゲ・ナーツ”には9パターンある。“ノコバンゲ”はタバンの村人が踊りを習った隣村の地名に由来し、“ナーツ”はネパール語で踊りを意味する

D.モンゴル系のマガール人の子ども。帽子には伝統的
な銀の飾りが付いている
E.ジャルジャラ山の頂上にあった松の木を、祭りが開催
される広場まで運ぶ。村人たちは手をつなぎ、歌を歌い
ながら後を追う

D

E

ひ
ょ
う



F.タバン村の集落トゥーロガウンにある共同水くみ場。集落に
は家が密集し、石畳の路地が入り組んでいて迷路のよう
G.タバン村にある学校。大半の生徒はマガール人。ネパール
語や算数、地理などを学ぶ

H.バレーボールが子どもたちの間で人気。村では学
校同士の対抗試合も行われる
I.ロルパ郡北東の山深い盆地にタバン村の中心集
落トゥーロガウンがある
J.「ドコ」と呼ばれる竹籠。背負って野菜や果物、水、
たき木などを運ぶほか、急病人を乗せることもある
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ブ
ー
メ
祭
は
タ
バ
ン
村
の
人
た
ち
に
と
っ

て
最
大
の
伝
統
行
事
で
あ
る
。
10
年
間

に
及
ん
だ
マ
オ
イ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
共
産

党
毛
沢
東
主
義
派
）
に
よ
る
〝
人
民
戦

争
〞
の
間
も
、
村
人
は
ず
っ
と
、
こ
の
祭

り
を
守
り
続
け
て
き
た
。

　

２
０
０
６
年
に
紛
争
が
終
わ
り
和
平
プ

ロ
セ
ス
に
入
る
ま
で
、
タ
バ
ン
村
は
〝
マ
オ

イ
ス
ト
の
首
都
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
１

９
５
０
年
代
半
ば
、
山
奥
深
く
に
あ
る

こ
の
村
を
一
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
が
訪
ね

た
こ
と
が
、
村
の
運
命
を
変
え
た
の
だ
。

そ
れ
ま
で
政
党
や
政
治
と
ま
っ
た
く
か
か

わ
り
が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
境
に
国
家

に
抵
抗
す
る
村
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
村
人
は
政
府
に
よ
る
弾
圧
の
対

象
と
な
っ
た
。
そ
し
て
96
年
に
マ
オ
イ
ス

ト
が
反
政
府
武
装
闘
争
を
始
め
る
と
、

タ
バ
ン
は
マ
オ
イ
ス
ト
へ
の
支
持
基
盤
が

最
も
強
い
村
と
し
て
彼
ら
の
活
動
の
拠
点

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

人
民
戦
争
は
、
ブ
ー
メ
祭
の
様
式
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
た
。
武
装
闘
争
を
開

始
し
て
ま
も
な
く
、
ヤ
ギ
を
捧
げ
て
自

然
神
を
鎮
め
る
こ
と
が
〝
迷
信
〞
で
あ

る
と
し
て
、
こ
れ
を
止
め
る
こ
と
を
決
め

た
。
さ
ら
に
、
祭
り
が
始
ま
る
数
日
前

か
ら
、
近
く
の
川
原
に
若
い
男
女
が
泊

ま
っ
て
踊
り
を
練
習
す
る
習
慣
も
「
不

謹
慎
だ
」
と
し
て
禁
止
し
た
。

　

そ
れ
で
も
ブ
ー
メ
祭
は
マ
ガ
ー
ル
人
の

文
化
で
あ
る
と
し
て
、
保
護
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
祭
り
は
、
す
で
に
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
･
伝
統
を
失
っ
た
タ
バ
ン

村
の
マ
ガ
ー
ル
人
に
と
っ
て
、
残
り
少
な

い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な
の
で
あ
る
。

トウモロコシ畑を手入れする母の脇で遊ぶ子どもたち

F

G

つり橋を渡るタバン村の人々。住民の大半はマガール人でカーム語を話す。ほかにインド・アーリア系のダリットも住む

H

I

J



首都 ： カトマンズ
面積 ： 14.7万ｋ㎡（北海道の約1.8倍）
人口 ： 2,933万人（2009年）
公用語 ： ネパール語
宗教 ： ヒンズー教徒81%、仏教徒11％、イスラム教徒4％ ほか 
1人当たり国民総所得（GNI）： 440ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、バンコク、デリー、香港経由などが一般的。
通貨 ： ネパール・ルピー（NPR）　1NPR＝約1円 （2010年11月現在）
気候 ： 標高差が約70ｍから8,000mと大きく、気候は地域により異なる。北部の
ヒマラヤ山岳地帯では冬に氷点下30度、亜熱帯性気候の南部では夏に40度に
達することも。6～9月が雨期、10～5月が乾期。

Nepal
ネパール

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

「新しい国づくり」の
後押しを
王制が廃止され、連邦民主共和国へ移行を宣言し
たネパール。JICAは、民主化・平和構築、インフラ
整備、地方の貧困削減の分野で、新しい国づくり
に向けて動き出した同国を支援している。

　民主化をめぐり、政府と反政府勢力
の間で内戦が続いたネパールは、
2008年、240年近くに及んだ王制が
廃止され、連邦制への移行を宣言し
た。紛争を繰り返さない民主的な国づ
くりを―。その第一歩として現在、新憲
法により政治体制の整備が進められて
いる。しかし現状は、制定プロセスを担
う制憲議会議員が選出されたのみ。新
しい国の方向性をめぐって政党間の対
立が激化し、憲法制定プロセスは硬直
状態だ。そこでJICAは、新生ネパール
の将来のビジョンづくりをサポートする
ため、日本・ネパール・ベトナムの3カ国
で対話セミナーを開催。各政党の議員
たちが、アジアの経済発展を参考に、経
済政策について話し合う場を設けた。
　またJICAは、国づくりの基礎となる
基本法の制定にも協力。民法の草案

を作成するネパールに対し、法曹など
の専門家が日本の経験を踏まえてアド
バイスを行っている。さらに、国民が民
主化プロセスに参加できるよう、情報を
公正に公開するメディア体制の強化
に対する支援も開始した。
　一方で、国民が新しい国づくりに向
けた動きを人々が実感するためには、
輸送サービスを向上させ、国全体の経
済力アップにつながるインフラ整備が
重要な課題だ。この解決に向けて
JICAが実施しているのが、無償資金
協力による「シンズリ道路」の建設（全
長158キロ）。生活物資の多くをインド
からの陸路輸送に依存している中、首
都カトマンズへつながる既存の道路は
西へ大きく迂回する山道。幅が狭く、雨
期には土砂災害なども頻発している。
シンズリ道路が一部開通したことで、輸

送時間は短縮、コストも削減。また、農
作物の主要な産地のタライ平野を経
由するルートでもあるため、農作物を新
鮮なまま市場へ運べるようになるなど、
沿線に暮らす人々は、道路の便利さを
実感している。
　さらに、安定的な発展を目指す上で
不可欠なのが、貧富の格差是正。地
方に多い貧困層の生活水準の向上
は、とりわけ重要だ。JICAは、農業・農
村開発を通じた生計向上や、教育・保
健サービスの改善を通じて、この課題
に取り組んでいる。例えば、近年ネパー
ルで話題の日本産のナシや柿、ニジマ
ス。これらはJICAの協力で生産性を伸
ばし、地方の農民の収入向上に貢献し
たもの。また、就学率を上げるため、学
校運営の改善計画づくりに向けた協
力も続けている。

日本でのセミナーに出席し
たネパールの議員。アジア
諸国の例を参考に、ネパ
ールの開発と成長につい
てじっくりと話し合った

豆スープとご飯の定食
「ダル・バート」

ネパール料理

地球ギャラリー
Vol.27

　

ネ
パ
ー
ル
の
食
事
は
、朝
と
夜
の
１
日
２
食

が
基
本
。ほ
ぼ
毎
日
食
卓
に
並
ぶ
の
が「
ダ
ル・

バ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
定
食
だ
。「
ダ
ル
」は

豆
、「
バ
ー
ト
」は
ご
飯
の
意
味
。い
わ
ば
日
本

人
に
と
っ
て
の〝
ご
飯
と
み
そ
汁
〞。こ
れ
に
野

菜
や
肉
類
な
ど
数
種
類
の
タ
ル
カ
リ（
カ
レ
ー
）

と
漬
物
の
ア
ツ
ァ
ー
ル
が
添
え
ら
れ
る
。

　

ネ
パ
ー
ル
料
理
の
味
付
け
に
欠
か
せ
な
い
の

が
ス
パ
イ
ス
。辛
さ
は
控
え
め
に
し
、香
り
を

楽
し
む
の
が
こ
の
国
流
だ
。家
庭
に
よ
っ
て
使

う
ス
パ
イ
ス
が
異
な
る
の
で
、ダ
ル
ス
ー
プ
も
タ

ル
カ
リ
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
。お
コ
メ
の

代
わ
り
に
、チ
ャ
パ
テ
ィ
や
そ
ば
が
き
も
よ
く

食
べ
ら
れ
る
。

　

東
京
・
恵
比
寿
に
店
を
構
え
る
ネ
パ
ー
ル

家
庭
料
理
店「
ソ
ル
テ
ィ
ー
モ
ー
ド
」で
は
、地

元
カ
ト
マ
ン
ズ
の
味
が
楽
し
め
る
。「
タ
ル
カ
リ

に
は
野
菜
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、と
て

も
ヘ
ル
シ
ー
。ま
た
、ス
パ
イ
ス
に
は
体
を
温
め

る
効
果
も
あ
り
ま
す
」と
店
長
の
マ
ダ
ン
さ

ん
。冬
の
寒
さ
が
深
ま
る
こ
の
時
期
に
ぴ
っ
た

り
の
一
品
だ
。

〈
野
菜
の
タ
ル
カ
リ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

タ
マ
ネ
ギ
１
個
／
ジ
ャ
ガ
イ
モ
２
個
／
ニ
ン
ニ
ク
・

シ
ョ
ウ
ガ
ペ
ー
ス
ト
各
小
さ
じ
１（
A
）／
タ
ー
メ
リ

ッ
ク
・
ク
ミ
ン・
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
・コ
リ
ア
ン
ダ
ー
各
小

さ
じ
１（
B
）／
お
好
み
の
野
菜
適
量
／
ト
マ
ト
１

個
／
塩
適
量

【
作
り
方
】

１
．薄
切
り
に
し
た
タ
マ
ネ
ギ
を
キ
ツ
ネ
色
に
な
る

ま
で
い
た
め
、Ａ
と
Ｂ
を
入
れ
る
。

２
．ト
マ
ト
以
外
を
一
口
サ
イ
ズ
に
切
り
、一
緒
に
い

た
め
る
。

３
．細
か
く
切
っ
た
ト
マ
ト
を
加
え
、具
が
柔
ら
か

く
な
る
ま
で
十
分
に
い
た
め
る
。塩
で
味
を
整

え
た
ら
完
成
。

〈
ダ
ル
ス
ー
プ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

レ
ン
ズ
豆
１
カ
ッ
プ
／
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
ウ
ガ
ペ

ー
ス
ト
各
大
さ
じ
２
分
の
１（
C
）／
ニ
ン
ニ
ク
一
片

／
水
・
塩
適
量

【
作
り
方
】

１
．レ
ン
ズ
豆
を
水
に
浸
し
、水
分
が
ほ
と
ん
ど
な

く
な
る
ま
で
約
１
時
間
煮
込
む
。

２
．別
の
鍋
で
ス
ラ
イ
ス
し
た
ニ
ン
ニ
ク
を
少
々
い
た

め
た
後
、１
を
入
れ
る
。

３
．Ｃ
と
水（
浸
る
く
ら
い
）を
加
え
、と
ろ
と
ろ
に

な
る
ま
で
煮
込
む
。塩
で
味
を
整
え
完
成
。

in ネパール

チトワン国立公園

エベレスト
ロルパ郡

カトマンズ

ネパール
中国

インド

ソルティーモード
〒150-0021 東京都渋谷区
恵比寿西2-8-9 代官山宝ビル5F
TEL ： 03-3462-4331
11時45分～14時（平日のみ）
18時～24時（L.O.）　
定休日 ： 月曜日

学校の改善計画を考えるワークショップに参加
する地域住民の女性グループ。地域の現状と
問題点を書き出していく

一部開通したシンズリ
道路。周辺住民から
は、「村まで救急車が
来るようになって安
心」という声も

▲
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